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６０周年実行委員会　事業計画（案）ver.36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長：鈴木辰太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副実行委員長：伊藤　善隆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括幹事：竹田ひろみ
【委員会主旨】
　戦後の混乱期から高度経済成長期へ向かう１９５５年、志高き３１名の青年によって山形青年会議所は創立されました。対面的なコミュニケーションが減少し、人と人のつながりが希薄化している今、半世紀以上も途切れることなく紡がれた想いを受け取るだけではなく、縁に恵まれ同じ時代を共に生きる私たちが、直接的な触れ合いで心を豊かにし、やまがたに住まう喜びを広く伝播させ、未来へ向けた晴々しいバトンを渡す必要があります。
まずは、５０周年提言を先達の志と軌跡と捉え、山形青年会議所がこれからの山形に青年らしい真っ直ぐな提起を働きかけ、山形市民が持つ愛郷心をさらに醸成するために、説得力を持ち凛とした６０周年提言を策定します。そして、山形市民、行政、先輩諸兄、関係諸団体に提言へ込めた決意を発表し共感を得るために、提言の周知活動を展開します。また、ご来賓、メンバー企業、先輩諸兄、関係諸団体へ６０周年を迎えられる感謝を込めて、山形青年会議所の気概を力強く発信するために、意気軒昂な記念式典を開催します。さらに、節目を迎えられる歓びを愉しんでいただく機会を創造するために、躍然たる記念祝賀会を開催致します。そして、これまでの足跡と周年の祝を形にし、道標として残し伝えるために、記念誌を作成します。また、山形市民がこれからのやまがたへ明るい夢と理想を主体的に持つために、人々を惹きつけ明日からの行動に繋がる記念事業を実施します。さらに、私たちのＪＣ運動が地域へより良い影響を与えることが出来ているか検証することで今後の事業構築に役立てるために、未来へ繋がる各種アワードへの申請を行います。
私たちは、温故知新の精神で能動的にしっかりとＪＣ運動に向き合うと共に、やまがたへの誇りを原動力とした揺るぎない前進で、この山形に最良の変化をもたらし未来が切り拓かれた、利他の心溢れ明るい夢の煌く「夢の輝くまちＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
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【常任理事意見】

６０周年を祝うには、これまでのＬＯＭの歴史を学ぶことから始めなければなりません。その上で、未来へ運動のバトンをつないでいくために、６０周年の提言を策定し、記念式典・記念祝賀会を開催します。また、これらの事業を通して、メンバー一人ひとりが同じ方向を向いてＬＯＭ全体として力強く運動を進められるようになることを目指します。

６０周年実行委員会　事業計画（案）ver.33
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長：鈴木辰太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副実行委員長：伊藤　善隆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括幹事：竹田ひろみ
【委員会主旨】
　戦後の混乱期から高度経済成長期へ向かう１９５５年、志高き３１名の青年によって山形青年会議所は創立されました。対面的なコミュニケーションが減少し、人と人のつながりが希薄化している今、半世紀以上も途切れることなく紡がれた想いを受け取るだけではなく、縁に恵まれ同じ時代を共に生きる私たちが、直接的な触れ合いで心を豊かにし、やまがたに住まう喜びを広く伝播させ、未来へ向けた晴々しいバトンを渡す必要があります。

まずは、５０周年提言を先達の志と軌跡と捉え、山形青年会議所がこれからの山形に青年らしい真っ直ぐな提起を働きかけ、山形市民が持つ愛郷心をさらに醸成するために、説得力を持ち凛とした６０周年提言を策定します。そして、山形市民、行政、先輩諸兄、関係諸団体に提言へ込めた決意を発表し共感を得るために、提言の周知活動を展開します。また、ご来賓、メンバー企業、先輩諸兄、関係諸団体へ６０周年を迎えられる感謝を込めて、山形青年会議所の気概を力強く発信するために、意気軒昂な記念式典を開催します。さらに、節目を迎えられる歓びを愉しんでいただく機会を創造するために、躍然たる記念祝賀会を開催致します。そして、これまでの足跡と周年の祝を形にし、道標として残し伝えるために、記念誌を作成します。また、山形市民がこれからのやまがたへ明るい夢と理想を主体的に持つために、人々を惹きつけ明日からの行動に繋がる記念事業を実施します。さらに、私たちのＪＣ運動が地域へより良い影響を与えることが出来ているか検証することで今後の事業構築に役立てるために、未来へ繋がる各種アワードへの申請を行います。
　私たちは、市民を巻き込み行動することで、温故知新の精神で能動的にしっかりとＪＣ運動に向き合うと共に、やまがたへの誇りを原動力とした自覚し、揺るぎない前進で、この山形に最良の変化をもたらしす精神を妥協せず前向きな姿勢と、ぶれることの無いしっかりとした未来への希望を次代に引き継ぐ原動力とすることで、未来が切り拓かれた、利他の心溢れ明るい夢の煌く「夢の輝くまちＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
